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図 1　西大寺付近
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奈良佐保短期大学の近辺に存在する茶関係の史跡について（3）

図 5 元興寺極楽坊の屋根瓦 

 図 4 元興寺付近
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図 9 称名寺付近



 

奈良市地域子育て支援センター「ゆめの丘 」でのフィールド
ワークに関する研究報告

―「福祉行財政と福祉計画」の授業実践より―





－－



中西 真



本稿では，関連する文献， サイト等の情報を基に，授業「福祉行財政と福祉計画」

で学生とともに，奈良市地域子育て支援センター「ゆめの丘 」でフィールドワーク，

インタビューを実施した内容，とくに，同センターの子育てひろば（室内）の事業に着目

し，スタッフと実践の支えになる組織体，福祉行財政との関係（事業申請，委託料，実績

報告），他機関との連携等の現状を紹介した．本稿には，施設を開設した背景，実践だけで

なく，行財政との関係，ケース検討会議という組織体制も結びつけて着目する特徴があり，

将来的に学術研究として同センターに貢献できる足掛かりとなるようにまとめた．
また，本稿は，行政から委託を受けて，学内に設置される施設を訪問する準備段階から

記述し，学習の過程、学生の反応を含めることで，同センターと連携し，学生，教職員で

作り上げる授業の実践報告としても示せた．とくに，教室内の学習だけでなく，施設の訪

問で，学生自身が授業で扱う内容を実感し，インタビューを経験することで今後，深めて

いくテーマに自らで気づくことができたという成果が見られた．

キーワード：地域子育て支援センター，ケース検討会議，福祉行財政と福祉計画
：      ，   ，  



1111．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

現代の日本では，少子化や核家族化の進行，地域社会の変化等，親子や子育てを巡る環

境が大きく変化してきて，家庭や地域の子育て機能が低下し，子育て中の親には孤独感や

不安感の増大等の問題が生じているとされる．また，少年非行・問題行動の発生にも幼少

期の育ち（生育歴）が関係してくるので，子育て支援，保育・教育のあり方が重要という

指摘もでき ）， 年から京都市独自に行われ，委託児は ～ 歳までを対象とし， 名

前後の異年齢小集団での家庭的な保育を行う事業（京都市昼間里親 乳児保育室）の実践者

や研究者からも乳幼児期の育ちが重要だという主張が出されている ）．
親も安心して，子どもが健やかに成長するために実施される子育て支援事業の  つであ

る「地域子育て支援センター」は， 年に少子化対策として，国が策定したエンゼルプ

ランによって，全国に設置されてきた施設である．厚生労働省は，保育所等で育児不安に

関して専門的な相談ができる「地域子育て支援センター事業」や子育て親子が気軽に集い，

交流できる「つどいの広場事業」によって，子育て支援の拠点作りを進めてきた．さらに，

 年度から児童館の活用も含めて，新たに地域子育て支援拠点事業（ひろば型，センタ

ー型，児童館型）として再編し，子育て家庭が歩いていける身近な場所に，親子で集まっ

て相談や交流ができるよう，すべての中学校区での設置（全国  か所）を目指した拡

充が図られている ）．
地域子育て支援拠点事業注 ）の目的は「地域において子育て親子の交流等を促進する子
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